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問題と目的

文部科学省（2014）によると，2010 年度の高校生

の不登校生徒数は 55,657 人であり，全体の 1.67% に

上ることが指摘されている。また，文部科学省（2014）
は高等学校を中途退学する理由として，学校生活・学

業不適応が全体の 36.4％と大きな割合を占めている，

と指摘している。浅川・森井・古川・上地（2002）は，

不登校に至ったり，学力の不振や対人関係の不調から

学業を中断したり，退学を余儀なくされるなど，高校

生活に不適応を示す生徒は決して少なくない，と指摘

している。このような状況を受け，河村（2003）は，

学校や学級集団にかかわる問題と本人の問題の両方に

おいて，学級適応を促すことが重要であると指摘して

いる。

大久保（2005）によると，適応とは「個入と環境の

調和」として定義づけられ，適応感は，適応の状態を

表す指標である。また大久保・青柳（2003）は，適応

感を，個人が環境と適合していると意識していること，

としている。学校や学級への適応感の測定尺度は，こ

れまで数多く開発されている。大久保・青柳（2004）
は学校や学級への適応感を扱った先行研究を概観し，

従来の学校適応感尺度や学校不適応感尺度は，「友人

との関係」「教師との関係」「学業」の 3 側面を捉えて

いるが，これらはむしろ学校への適応状態に影響を与

える学校生活の要因であると指摘している。この問題

を受けて，大久保・青柳（2004）は，現実的に学校へ

の適応の問題を考えるなら，従来の学校適応感尺度や

学校不適応感尺度のとらえ直しが必要である，と指摘

している。この指摘を受け，大久保（2005）は「居心

地の良さの感覚」，「課題・目的の存在」「被信頼・受

容感」「劣等感の無さ」の 4 つの因子からなる青年用
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適応感尺度を作成した。そして，それらの適応感尺度

を用いて大久保（2005）は，中高生を対象にして，学

校生活の要因が学校への適応感に及ぼす影響について

学校別に検討している。なお，学校生活の要因は，大

久保・青柳（2004）が作成した学校生活尺度を利用し

て測定した。学校生活の要因が学校への適応感に及ぼ

す影響の違いを検討した大久保（2005）では，学校へ

の適応感の規定因は学校ごとに異なっていた一方，ど

の学校においても共通して，「友人との関係」が学校

への適応感のいずれの側面においても強い影響力を

もっている結果がみられた。先行研究でも同様の結果

がみられていることを踏まえて，青年期は友人関係の

重要性が高まる時期であり，友人との関係が学校への

適応感と最も関連していると大久保（2005）は考察し

ている。さらに大久保（2005）では，他の学校生活要

因である「教師との関係」と「学業」に関しても，学

校によって適応感への影響の仕方が異なっているもの

の，学校への適応感に正の影響力をもつことが明らか

になっている。この結果より，学校で，「友人」と「教

師」のそれぞれと良好な関係を形成することが重要で

あるといえる。

友人や教師と良好な関係を形成する際に重要な要素

となるものの一つに，ソーシャルスキルが挙げられる。

相川 (1996）によると，ソーシャルスキルは，対人場

面において適切かつ効果的に反応するために用いられ

る言語的・非言語的な対人行動と，そのような対人行

動の発現を可能にする認知過程との両方を包含する概

念と定義づけられている。

日本人の高校生を対象として，ソーシャルスキルと

学級や学校への適応感の関係についてみた研究につい

ては，稲垣・福本・堀田（2015）がある。この研究で

は Kiss18 でソーシャルスキルを測定し，クラスター

分析によってソーシャルスキル高・中・低群に分けて，

大久保 (2005) の学校適応感との関連をみている。そ

の結果，ソーシャルスキル高群は学校適応感の全ての

因子の得点が高い傾向がみられた。

その他，小学生・中学生の学級適応とソーシャルス

キルの関係を検討した研究としては，河村（2003）が

ある。河村（2003）は，「かかわりのスキル（新たに

自分から新たな人間関係を形成したり深めたりする

等）」と「配慮のスキル（友人の気分を害さないよう

に配慮したり既存の関係を維持したりする等）」の 2
種類のソーシャルスキルと，児童・生徒の満足感を規

定する要素である承認感と被侵害感との関係につい

て検討した。その結果，「配慮のスキル」と「かかわ

りのスキル」の 2 つのソーシャルスキルを活用して

いると自己認知している児童・生徒は，承認感が高い

とともに被侵害感が低く，学校生活に満足感を持って

いることが明らかになり，この結果からソーシャルス

キルと学級への適応感には関係性が認められたと河村

（2003）は述べている。

これらの研究を踏まえると，ソーシャルスキルが「学

校生活要因」を介して学級適応感に影響を及ぼすとい

うプロセスが想定される。なお，河村（2003）では友

人との関係形成に重きをおきソーシャルスキルを捉え

ており，稲垣他（2015）では対人関係全般におけるソー

シャルスキルを扱っていた。「学校生活要因」には「友

人との関係」と「教師との関係」とが含まれているこ

とを踏まえると，友人関係を形成するための同級生に

対するソーシャルスキルと，教師との関係を形成する

ための教師に対するソーシャルスキルの 2 側面でソー

シャルスキルを捉える必要があると考えられる。

高校生の学級適応感を高める支援を考える上で，誰

に対するどのようなソーシャルスキルを保有すること

が学級に適応しやすくなるのかを明らかにすることは

重要であると考える。よって本研究では，ソーシャル

スキルを，同級生へのソーシャルスキルと教師への

ソーシャルスキルの 2 種類に分けて捉えることとし，

高校生を対象に，これらのソーシャルスキルが学校生

活要因を媒介して学級適応感に及ぼす影響を検討する

ことを目的とする。

なお，同級生へのソーシャルスキルは，学校生活要

因の友人との関係へ，教師へのソーシャルスキルは教

師との関係へ影響を及ぼすと考えられる。一方，もう

一つの学校生活要因である学業については，友人や教

師からの支援があると高まると考えられるため，同級

生へのソーシャルスキルと教師へのソーシャルスキル

の両方が学業へ影響を及ぼすと想定する。以上を踏ま

え，本研究では Figure 1 のようなプロセスモデルを想

定する。

本研究では同級生および教師へのソーシャルスキル

の内容を，成人用のソーシャルスキル尺度を参考にす

ることとし，相川・藤田（2005）の作成した，成人用ソー

シャルスキル自己評定尺度を利用することとする。こ

Figure 1　本研究のプロセスモデル

－　38　－



の尺度では，関係開始スキル（初対面の人同士が出会っ

た時に必要なスキル），解読スキル（個人が相手の意

思を受け取るスキル），主張性スキル（相手の意思を

尊重親ながらも，自分の意思を抑えることなく相手に

伝えるスキル），感情統制スキル（コミュニケーショ

ンに過程において個人内に生じる感情に対処するスキ

ル），関係維持スキル（すでにできあがっている対人

関係を維持するのに必要なスキル），記号化スキル（個

人が相手に自らの意思を伝えるために行うスキル）の

6 つの下位概念でソーシャルスキルを捉えている。

方法

調査手続き

2014 年 10 月上旬に A 高等学校においてクラスごと

に一斉調査を実施した。調査用紙の表紙では，「調査

結果はすべて統計的に処理し個人を特定することはご

ざいません。率直なご意見をお聞かせください。」と

教示した。

調査対象者

A 高等学校の第 1 学年の生徒 114 名，第 2 学年の生

徒 143 名を調査対象者とした。そのうち欠損値を含ん

だデータを除外した結果，第 1 学年の生徒 110 人（男

56 名，女 53 名，不明 1 名），第 2 学年の生徒 139 名（男

74 名，女 65 名）の有効回答を得た。

調査内容

ソーシャルスキル　相川・藤田（2005）が作成した

成人用ソーシャルスキル自己評定尺度の全 6 因子中，

それぞれの因子において因子負荷量の多い項目のうち

高校生が答えることが難しいと考えられる項目を除い

て， 1 因子 4 項目，計 24 項目を抜粋した。この尺度は，

「関係開始」因子（例えば「相手とすぐに，うちとけ

られる」などの項目が含まれる），「解読」因子（例え

ば「表情やしぐさで相手の思っていることがわかる」

の項目が含まれる），「主張性」因子（例えば「自分が

不愉快な思いをさせられたときには，はっきりと苦情

を言う」の項目が含まれる），「感情統制」因子（例え

ば「気持ちをおさえようとしても，それが顔に現れて

しまう」などの項目が含まれる），「関係維持」因子（例

えば「相手の立場を考えて行動する」などの項目が含

まれる），「記号化」因子（例えば「表情が豊かである」

などの項目が含まれる）の 6 因子から成っていた。こ

れらの 24 項目を基に，高校生に答えられるような表

現に修正し，かつそのコミュニケーションの対象を「同

級生」と「教師」のそれぞれを明記して同級生へのソー

シャルスキル，教師へのソーシャルスキルを作成した。

それぞれの項目について 4 件法（1：全くあてはまら

ない 2：あまりあてはまらない 3：ややあてはまる 4：
とてもよくあてはまる）で尋ねた。

学校生活要因　大久保・青柳（2004）が作成した学

校生活尺度の全 3 因子において因子負荷量から，1 因

子 4 項目，計 12 項目を抜粋した。この尺度は「友人

との関係」因子（例えば「仲の良い友人がたくさんいる」

などの項目が含まれる），「教師との関係」因子（例え

ば「先生は生徒の気持ちをわかってくれる」などの項

目が含まれる），「学業」因子（例えば「成績を上げる

ために努力をしている」などの項目が含まれる）から

成っていた。それぞれの項目について 5 件法（1：全

くあてはまらない 2：ややあてはまらない 3：どちら

ともいえない 4：ややあてはまる 5：非常によくあて

はまる）で尋ねた。

学級適応感　大久保（2005）が作成した学校への適

応感尺度のうち，「劣等感の無さ」因子に含まれる項

目は全て逆転項目となっているため，ネガティブな表

現となっていた。調査実施により回答する生徒に心理

的負担を与える可能性があると判断し，この 1 因子を

除いた 3 因子を用いることとした。それぞれの因子に

おいて因子負荷量の多い項目から，1 因子 4 項目，計

12 項目を抜粋した。すなわち，「居心地の良さの感覚」

因子（例えば「周囲に溶け込めている」などの項目が

含まれる），「課題・目的の存在」因子（例えば「将来

役に立つことが学べる」などの項目が含まれる），「被

信頼・受容感」因子（例えば「周りから頼られている

と感じる」などの項目が含まれる）の 3 因子を本研究

では用いた。また，「あなたがクラスの中にいて感じ

ることについて質問をします。」という教示すること

で，学級への適応感に尋ねるようにした。それぞれの

項目について 4 件法（1：全くあてはまらない 2：や

やあてはまらない 3：ややあてはまる 4：非常によく

あてはまる）で尋ねた。

フェイス項目　性別，学年，組について尋ねた。

結果

因子分析

高校生の同級生に対するソーシャルスキル尺度と教

師に対するソーシャルスキルをそれぞれ主因子法，プ

ロマックス回転で因子分析を行った。因子負荷量の

絶対値が .40 未満の項目，因子間において因子負荷量

が .10 以下の項目，複数の因子にまたがって因子負荷

量の絶対値が .40 以上の項目にあてはまる項目を削除

して因子分析を繰り返した結果，最終的に 4 因子が抽

出された。これは，どちらの尺度も相川・藤田（2005）
とは異なる因子構造となったために，新たに各因子に

－　39　－



名前を付けた。同級生に対するソーシャルスキルは，

第Ⅰ因子は，初対面での人間関係形成に関する項目が

多かったため，「関係開始」（α =.91）と名付けた。第

Ⅱ因子は，相手の気持ちを読みとったり , 人間関係の

維持をするための行動に関する項目が多かったため，

「解読・関係維持」（α =.82）と名付けた。第Ⅲ因子は，

自分の感情を様々な方法で表出する項目が多かったた

め，「感情表出」（α =.69）と名付けた。第Ⅳ因子は自

分の気持ちを表現するという項目が多かったため，「記

号化」（α =.68）と名付けた（Table 1）。
教師に対するソーシャルスキルは，第Ⅰ因子は，初

対面での人間関係形成や自分の意思を適切な形で表現

するという項目が多かったため，「関係開始・主張」

（α =.88）と名付けた。第Ⅱ因子は個人が相手の意思

を受け取ることに関する項目が多かったため，「解読」

（α =.86）と名付けた。第Ⅲ因子は，人間関係の維持

をするための行動に関する項目が多かったため，「関

係維持」（α =.79）と名付けた。第Ⅳ因子は，自分の

感情を様々な方法で表出する項目からなり，「感情表

出」（α =.63）と名付けた（Table 2）。
学校生活要因尺度を主因子法，プロマックス回転で

因子分析を行ったところ，3 因子が抽出された。これ

は大久保・青柳（2004）と同じ因子構造であったので，

大久保・青柳（2004）と同様に第Ⅰ因子を「教師との

関係」（α =.91），第Ⅱ因子を「友人との関係」（α =.86），
第Ⅲ因子を「学業」（α =.82）とした（Table 3）。
学級適応感尺度を主因子法，プロマックス回転で

因子分析を行ったところ，2 因子が抽出された。これ

Table 2　高校生の教師へのソーシャルスキルの因子分析結果

Table 1　高校生の同級生へのソーシャルスキルの因子分析結果
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は，大久保（2005）とは異なる因子構造となったため

に，新たに各因子に名前を付けた。第Ⅰ因子は，自分

らしくいることが出来て，自己の目的が達成出来てい

るという項目が多かったため，「自己実現」（α =.87）
と名付けた。第Ⅱ因子は，周りから信頼されて受容さ

れているという項目が多かったため「被信頼・受容感」

（α =.91）と名付けた（Table 4）。
記述統計

因子分析の結果得られたそれぞれの因子の平均と標

準偏差を算出した（Table 5）。同級生へのソーシャル

スキルのうち「記号化」は 3.0 以上と比較的高い値と

なった（1 ～ 4 点中）。また，教師へのソーシャルス

キルのうち「関係維持」は 3.0 以上と比較的高い値と

なった（1 ～ 4 点中）。また，学校生活要因のうち「友

人との関係」は 4.0 以上と比較的高い値となった（1
～ 5 点中）。

本研究で想定したモデルに関するパス解析

Figure 1 に示したプロセスモデルに沿って，ソーシャ

ルスキルを説明変数，学校生活要因を目的変数とした

重回帰分析と，学校生活要因を説明変数，学級適応感

を目的変数とした重回帰分析とを行った。

同級生へのソーシャルスキルと教師へのソーシャル

スキルが学校生活要因にどのように影響を及ぼしてい

るのかを検討するために，ソーシャルスキルを説明変

数，学校生活要因を目的変数としたステップワイズ法

による重回帰分析を行った。なお，Figure 1 を踏まえ，

目的変数が「友人との関係」の場合は説明変数を「同

級生へのソーシャルスキル」の 4 因子とした。目的変

数が「教師との関係」の場合は説明変数を「教師への

ソーシャルスキル」の 4 因子とした。目的変数が「学

業」の場合は説明変数を「同級生へのソーシャルスキ

ル」の 4 因子と「教師へのソーシャルスキル」の 4 因

子とした。その結果，Table 6 のとおりとなった。同

級生へのソーシャルスキルの「関係開始」因子と「記

号化」因子が「友人との関係」因子に，教師へのソー

シャルスキルの「解読」因子，「関係維持」因子，「感

情表出」因子が「教師との関係」因子に，同じく教師

へのソーシャルスキルの「関係開始・主張」因子，「関

係維持」因子が「学業」因子にそれぞれ正の影響を及

ぼしていることが示された。なお，多重共線性につい

て確認するため，VIF 値を算出したところ，いずれも

2.0 未満であり，多重共線性は認められなかった。

学校生活要因が学級適応感にどのように影響を及ぼ

しているのかを検討するために，学校生活要因を説明

変数，学級適応感を目的変数としたステップワイズ法

による重回帰分析を行った。その結果，Table 7 のと

Table 3　高校生の学校生活要因の因子分析結果

Table 4　高校生の学級適応感の因子分析結果
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おりとなった。「教師との関係」因子，「友人との関係」

因子が「自己実現」因子に，「友人との関係」因子，「学業」

因子が「被信頼・受容感」因子にそれぞれ正の影響を

及ぼしていることが示された。なお，多重共線性につ

いて確認するため，VIF 値を算出したところ，いずれ

も 2.0 未満であり，多重共線性は認められなかった。

考察

本研究では同級生へのソーシャルスキルと教師への

ソーシャルスキルが，教師との関係，友人との関係，

学業という 3 つの学校生活要因を媒介して，学級適応

感に影響を及ぼすというプロセスモデルを想定し，高

校生を対象に，どのようなソーシャルスキルが学級適

応感の促進に効果を示すのかを明らかにすることを目

的としている。

同級生へのソーシャルスキルが学校生活要因に及ぼす

影響

同級生へのソーシャルスキルの「記号化」因子が学

校生活要因の「友人との関係」因子に正の影響を及ぼ

していることが示された。「記号化」スキルとは，個

人が相手に自らの意思を伝えるために行うスキルであ

り，本研究の因子分析の結果の項目をもとに解釈する

と，自らの気持ちや思いを，その場にあった形で，素

直に表すことが出来ることを意味する。すなわち，適

切な形で自分の思いを表現することができる高校生

は，仲が良く信頼できる友人が多くいると認識してい

ることが示された。これは，その場にあった形での自

己開示が友人関係の発展に影響を及ぼしているともい

える。実際に，榎本 (1997) は，自己開示は関係の強

化因として重要な働きをしている，と述べている。こ

のことからも，今回の結果は妥当な結果と言えよう。 
これに加えて「関係開始」因子が学校生活要因の「友

人との関係」因子に正の影響を及ぼしていることが示

された。これは，同級生とすぐにうちとけられたり，

誰とでもすぐに仲良くなれる高校生ほど，仲がよく悩

みを打ち明けることができる友人が多いことを示す結

果であり，妥当な結果と言えよう。

一方，「感情表出」因子と「解読・関係維持」因子

は，学校生活要因の「友人との関係」因子に影響力を

示さなかった。まず「感情表出」のソーシャルスキル

と，学校生活要因の「友人との関係」との関係につい

て考察する。本研究の「感情表出」因子の項目をみる

と，自らの意思と関係なく感情を表出してしまうとい

う項目が多い。感情の表出は，一種の自己開示と言

え，友人関係の発展につながる可能性もあろう。一方，

崔・新井 (1998) は，自分の感情表出の制御ができな

くて，だれにでも怒りや悲しみといったネガティブな

感情をぶつけたり，文句ばかり言っていると，人間関

係に大きな問題が生じるであろう，と述べている。こ

のように，感情表出は友人関係形成を促進することも

抑制することも考えられるため，結果として影響力が

みられなかったのではないだろうか。次に「解読・関

係維持」のソーシャルスキルと，学校生活要因の「友

Table 5　各因子の平均と標準偏差

Table 6 ソーシャルスキルを説明変数，学校生活要

因を目的変数とした重回帰分析の結果

Table 7 学校生活要因を説明変数，学級適応感を

目的変数とした重回帰分析の結果
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人との関係」との関係について考察する。「解読・関

係維持」因子に含まれる項目より，「解読・関係維持」

が高い人は，他人の気持ちを読んだり，関係の維持の

ための行動をし，自分の気持ちは抑える傾向がある

ことが伺える。この内容は河村（2003）の「配慮のス

キル」に近く，友人関係を良好にする働きが考えられ

る。一方で，「解読・関係維持」因子の内容は，周囲

に過度の気遣いをして自分の気持ちを抑える傾向とも

言え，これは過剰適応傾向のある生徒の特徴とも捉え

られる（福光・河村，2009）。福光・河村（2009）では，

過剰適応傾向のある生徒のソーシャルスキルの特徴と

して，「配慮のスキル」の発揮が多く，「かかわりのス

キル」の発揮が少ない状態であることが報告されてい

る。過剰適応傾向のある生徒は，対人恐怖心性が高い

傾向がみられることを踏まえると（益子，2009），本

研究の学校生活要因の「友人との関係」の自己評価は

低くなると考えられる。このように，「解読・関係維持」

の得点が高いと，「友人との関係」の得点が高くなる

ケースも低くなるケースも考えられるため，本研究の

結果では有意な影響力がみられなかったのではないだ

ろうか。

また，同級生へのソーシャルスキルから学校生活要

因の「学業」には影響は見られなかった。当初，同級

生へのソーシャルスキルが高いほど，学業でつまずい

たときに支援を得るなどができて，学業にも効果があ

るのではないかと推測してこのようなモデルを想定し

た。しかし，この結果から，同級生と関係を形成して

いくスキルが高くても，勉強や授業を楽しんだりまじ

めに取り組むかどうかには影響しないことが明らかに

なった。

教師へのソーシャルスキルが学校生活要因に及ぼす影

響

教師へのソーシャルスキルのうち，「関係維持」因

子が学校生活要因の「教師との関係」因子に有意な正

の影響を及ぼしていることが示された。「関係維持」

スキルとは，すでにできあがっている対人関係を維持

するのに必要なスキルであり，本研究の因子分析の結

果の項目を基に解釈すると，教師の立場を考えて，話

を静かにきくなどといったその場にあった行動をとる

ことができることを指す。この結果から，教師の立場

を考えながら行動するといった教師のことを考え，教

師との関係を維持することができる高校生は，教師が

生徒の相談に乗ってくれたり，気持ちをわかってくれ

ていると考えている可能性が示唆された。「関係維持」

スキルの効果は，互恵性規範の考え方に基づいて考察

していく。互恵性規範とは，自分が他者から受けたの

と同種のものを他者に返すこと（廣兼，1995）である。

つまり，「関係維持」スキルが高い高校生が，そのス

キルを教師に表出することで，互恵性規範の考え方に

より教師も生徒に「関係維持」スキルを表出する。こ

の様にお互いに「関係維持」スキルが表出し合うこと

で良好な関係が維持され，「教師との関係」が良いと

感じるのではないだろうか。また，同じように「関

係維持」因子が「学業」因子に有意な正の影響を及ぼ

していることから，教師とより良い関係を維持するこ

とができる高校生は教師から援助されることが多くな

り，その結果「学業」を指導して援助してくれる教師

のために一生懸命勉強したり授業をまじめに受けるよ

うになっているのではないだろうか。

その他，教師へのソーシャルスキルの「解読」と「感

情表出」のスキルも，わずかではあるが「教師との関

係」に正の影響を示した。「解読」スキルは，相手の

気持ちを読むスキルであり，相手との関係を良好にす

るものと考えられ，妥当といえよう。「感情表出」の

スキルについては，一種の自己開示とも言え，それを

教師に受け止めてもらうことで，「教師との関係」が

良好だと感じているのかもしれない。

一方で，「関係開始・主張」スキルは「学業」に正

の影響を示した。「関係開始・主張」スキルとは，本

研究の因子分析の結果の項目をもとに解釈すると，相

手と関係を築き始めることが出来るとともに，自分の

気持ちや思いを適切に主張できるスキルと言える。そ

のため，例えば分からないことがあった場合などに適

切に教師に伝えることができ，その結果，「学業」が

向上したのかもしれない。その一方で，「関係開始・

主張」スキルは「教師との関係」には影響を示さなかっ

た。例え高校生が関係開始のためのスキルを十分に

持っていなくとも，教師の方から関係を開始するため

のきっかけをつくることが多いと考えられるうえに，

生徒が適切な形で自分の意見を表現できなくとも教師

が拒否することなく生徒と関係を築いていることが考

えられるため「関係開始・主張」から「教師との関係」

に影響を及ぼさなかったのではないだろうか。

学校生活要因が学級適応感に及ぼす影響

学校生活要因の「友人との関係」因子が学級適応

感の「自己実現」因子，「被信頼・受容感」因子のそ

れぞれに正の影響を示している。この結果は大久保

（2005）と同様であり，「友人との関係」が学級適応感

に強い影響を持っていることが確認された。この結果

の解釈として，大久保（2005）が指摘するように，青

年期は友人関係の重要性が高まる時期であり，友人と

の関係が学校への適応感と最も関連していたのだと考

えられる。大久保（2005）では学校への適応感を扱っ

ているが，学級への適応感も同様だと考えられる。
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「友人との関係」因子に加えて，少なからず「教師

との関係」因子が「自己実現」因子に有意な正の影響

を及ぼし，「学業」因子が「被信頼・受容感」因子に

有意な正の影響を及ぼしていることが示された。この

結果から，「教師との関係」や「学業」という学校生

活の要因も学級に適応するためには重要な役割を果た

していることが示された。

今後の課題

本研究の限界点を 2 点挙げる。

まずは，本研究ではソーシャルスキル，学校生活要

因，学級適応感の全て自己評価でのみ測定している点

が挙げられる。例えば本研究の結果では，同級生への

ソーシャルスキルの「記号化」が「友人との関係」に

正の影響を及ぼしたが，それは単に，「記号化」すな

わち自分の意思や意見をしっかりと気兼ねなく同級生

に話せており，自らの行為がその場にあっていると自

分では思っているため，「友人との関係」も良好だと

感じているだけなのかもしれない。他者評価等も含め

た手法を用いて検討する必要があろう。

2 点目に，ソーシャルスキルが学校生活要因に及ぼ

す影響，そして学校生活要因が学級適応感に及ぼす影

響について，時間の変化を考慮に入れていなかったと

いう点である。今後は，例えば学級が始まって間もな

い 5 月頃と 10 月頃などの 2 つの時点で今回と同じ調

査を 1 度ずつ実施し縦断的に検討することが望まし

い。そうすることで，時期によって必要なソーシャル

スキルの違いが特定できる可能性がある。さらにソー

シャルスキルの発揮により徐々に学校生活要因の状態

に変化が生じる様子も検討できると考えられる。
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